
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

加須市 下水道事業 下水道事業

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続

事業廃止 民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI 指定管理者
制度

包括的
民間委託

中期経営計画の中で現行体制での健全な運営が実施できる見通しであるため。
人口減少や節水社会の進展によって水需要の減少が予測されることから、
自主財源である使用料収入を確保するため、使用料の適正化や、未接続者
に対する積極的な加入促進活動等、効率的な経営を行う必要がある。

○

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在） 

実施状況 

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性 


